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考査外考査重み付け

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)
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100%

30%

40%

後
期
末

教　科 理科 科　目 科学と人間生活

学習
方法

○学習内容を精選して説明し、まとめながらわかりやすく提示します。生徒はこれをプリントに記入し定期的に提出します。

○項目毎に説明した後、知識の定着や応用力を身に付けるために副教材やプリントを使って問題演習をします。

○観察や実験を行い、実験プリントによって科学的に探究する方法や事象・現象の理解を深めます。

○小テストや定期考査によって、知識・理解および思考・判断・表現などの力を試します。

教科書 第一学習社「高等学校　　科学と人間生活」 第一学習社「ネオパルノート科学と人間生活」副教材

１学年・全学科

○自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について理解を深め、科学的な見方や考え方を養うとともに、科学に対する興味・関心を高めます。

○科学技術の発展が、今日の人間生活に対してどのように貢献してきたかについて理解を深め、科学と人間生活とのかかわりについて認識を深めます。
学習
目標

2 学年・学科

学期 単元の評価規準
単　元　名
（ 題 材 ）

評価方法
学 習 内 容
（小単元）

前
期
中
間

令和６年度 年間指導計画

評 価 の 観 点

   科学技術の発展の人間生活への貢献，身近な事物・現象を通しての現
代の人間生活と科学技術の関連性についての知識を身につけ，これから
の科学技術と人間生活のあり方について理解する。
　また，身近な事物・現象に関する観察，実験の技能を習得するとともに，
それらを科学的に探究する方法を身につける。

　身近な事物・現象の中に問題を見出し，観察，実験，調査などを
行って得た結果について，科学的に思考し，判断する。
　そこから導き出した自らの考えを的確に表現する。

　身近な事物・現象に関心や探究心をもち，科学的な視点・考察
力を養うとともに，科学技術に対する関心を高める態度を身につけ
る。

思考・判断・表現

知識・技能
（専門教科は知識・技術）

ａ

ｂ

ｃ
主体的に学習に取り組
む態度

評価の観点の趣旨

後
期
中
間

前
期
末

前
期
中
間

50%

15%

Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

第Ⅰ章　物質の科学

第Ⅱ章　生命の科学

第Ⅲ章　熱や光の科学

第Ⅳ章 地球や宇宙の科学

第2節　衣料と食品

第1節　ヒトの生命現象

　第1節　熱の性質とその利用

　第1節　自然景観と自然災害

評価の観点

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・小テスト
・定期考査
・実験レポート

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・小テスト
・定期考査
・実験レポート

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・小テスト
・定期考査
・実験レポート

・授業態度
・発問評価
・ノート提出
・小テスト
・定期考査
・実験レポート

① わたしたちの身のまわりにある繊維の種類と，基本的な性質について，実

　験・観察などを通して概ね理解している。

② 繊維の構造，糸や布地の染色加工について実験などを通して認識している。
③ おもな植物繊維と動物繊維の構造，化学的な性質，用途について，具体例を

　通して知識を習得している。

④ 化学繊維の構造，性質，用途について，実験を通して理解し，再生繊維，半
　合成繊維の性質と用途について理解している。

⑤ 食品中の栄養素と生体内での役割について学習し，栄養素が取りこまれる

　過程について理解している。
⑥ 炭水化物の分類と構造，その性質とはたらきについて，実験と観察を通して

　科学的に知識を習得している。

⑧ タンパク質の構造，性質やはたらきについて理解し，検出方法について身に

　つけている。
⑨ 脂質の構造やはたらき，セッケンについて，興味・関心をもって理解してい

　る。

⑩ 無機質とビタミンの性質やはたらきについて，具体例を通して知識を習得して

　いる。

① タンパク質の構造やはたらきについて，理解している。

② 遺伝子によって決められているヒトの形質に興味を抱き，DNAの構造や特

　徴，塩基配列の重要性について理解している。
③ DNAの塩基配列が，タンパク質のアミノ酸配列に置き換えられるしくみについ

　て関心をもち，転写・翻訳の流れを理解している。

④ 内部環境の維持の重要さについて理解し，血糖濃度の調節のしくみに関する
　知識を習得している。

⑤ 身近な病気である糖尿病について関心をもち，糖尿病の原因，治療法，注意

　点などを理解している。
⑥ 生体防御のうち，物理的・化学的な防御と，白血球による食作用のしくみにつ

　いて理解している。

⑦ 抗体産生による生体防御のしくみ，および二次応答を利用した予防接種のし

　くみ，さらにアレルギーについて理解し，知識を身につけている。
⑧ ヒトの感覚について興味をもち，ヒトの眼の構造を学習し，視細胞の種類やは

　たらきについて的確に表現できる。

⑨ 日常生活での視覚体験に関心を抱き，錯視の体験を通じて，視覚の成立や
　錯覚について，科学的に理解している。

① セルシウス温度や絶対温度について理解し，熱運動についての知識を身に

　つけている。
② 熱平衡の現象と，物体の熱容量と比熱について，実験を通して科学的に理解

　している。

③ 熱伝導，対流，熱放射などのしくみについて，実験などを通して理解してい
　る。また，水の状態変化と潜熱の概念について知識を習得している。

④ 仕事とエネルギーと関係，ジュール熱と電力の関係について，物理式を用い

　ながら理解している。
⑤ さまざまなエネルギーの形態やエネルギー保存の法則について，関心をもっ

　て学習している。

⑥ 可逆変化と不可逆変化について理解し，熱機関，永久機関の学習を通して，

　熱はすべて仕事に変えられないことを科学的に理解している。
⑦ ハイブリッドカーの開発などの省エネルギーの試みや，太陽光や風力，地熱

　などの代替エネルギーの開発について，関心をもって知識を習得している。

① 身のまわりにある景観に関心をもち，日本列島の特徴とその成因，日本列島

　付近のプレートの動きについて科学的に理解している。
② 日本列島の火山に興味を抱き，火山の噴火がおこる原因，火山の形とマグ

　マの関連性，および日本の火山活動について，論理的に思考できる。

③ 火山の噴火によって直接およぼされる被害や二次災害について，科学的・論

　理的に理解し，的確に表現できる。
④ 日本の地震に関心をもち，地震の発生のしくみや，日本列島の地震活動とプ

　レートとの関連性について，科学的に理解している。

⑤ 地震災害と防災について，意欲的に学習する態度を示し，地震が直接及ぼ

　す被害や地震による二次災害について，科学的に理解している。
⑥⑦ 身近にある河川や湖沼，海に興味をもち河川のはたらきや海水のはたらき
　によって形成された地形について，科学的にその形成のようすを表現できる。
⑧ 気象災害と防災について関心をもち，豪雪，台風，集中豪雨，土砂災害な
　ど，日本列島で見られる気象災害の特徴とそれがおこるしくみについて，科学
　的に理解している。また，土砂災害の防災について，論理的に思考できる。

①身近な繊維

②繊維の構造と染色

③天然繊維

④化学繊維

⑤食品中のおもな栄養素

⑥炭水化物（1）

⑦炭水化物（2）

⑧タンパク質

⑨脂質

⑩その他の栄養素
①タンパク質のはたらきと構造

②遺伝子とDNA

③タンパク質の合成

④血糖濃度の調節

⑤血糖濃度と糖尿病

⑥病原体の排除（1）

⑦病原体の排除（2）

⑧ヒトの視覚（1）

⑨ヒトの視覚（2）
①温度と熱運動

②熱容量と比熱（1）

③熱容量と比熱（2）

④熱の伝わり方

⑤仕事や電流と熱の発生

⑥エネルギーの移り変わり

⑦エネルギー資源の有効活用
①日本列島のなりたち

②火山活動と地表の変化

③火山災害と防災

④地震活動と地表の変化

⑤地震災害と防災

⑥水のはたらきと地表の変化（1）

⑦水のはたらきと地表の変化（1）

⑧気象災害と防災


